
日  時：令和 3年 7月 1日（木）18時 30分 ～19時 30分 

場  所：小国コミュニティセンター 

対象地区：小国 

参加人数：5名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇小国の公共交通について 

（市民から） 

 現在東部・平賀線バスが実証運行しているが、利用人数、利用状況について教えてほし 

い。また、実証運行が終わればどうなるのかお知らせいただきたい。 

 

（市から） 

・令和 2年 10月 1日から東部地区から平賀の市街地をバスが実証運行している。 

・8か月間の実績としては平賀行きで 144人、帰りが 116人という状況である。 

・実証運行は 1 年更新であるが、最大 3 年間実証運行する予定で、その結果を踏まえ本

格運行になるかと思う。 

 

〇小国のトンネルについて 

（市民から） 

トンネルの中が暗く、バイクや自転車、徒歩でトンネルを通った場合、非常に危ないた

め、トンネル内を明るくしてほしい。 

（市から） 

・県に要望し、LEDに取り替える予定になっている。 

 

〇金融機関の確保について 

（市民から） 

農協の葛川支店がなくなると聞いている。そうなった時に月に何回かでもお金を下せ

るように市の方で対応してほしい。 

 

（市から） 

・支店を減らす話はあるようだが、ATMについては残さなければならないと考えている

ようには聞いている。 

 

〇葛川支所・診療所について 

（市民から） 

葛川支所と葛川診療所は公共交通の関係と絡めて東部地区の住民が不自由のないよう

に残してほしい。 
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（市から） 

・葛川診療所については、医師の確保が難しいが、できるだけ残したいと思う。地域の人

に利用してもらわないと、運営するのはなかなか難しいのでよろしくお願いしたい。 

・市役所の機構改革の中でも葛川支所・葛川診療所をなくすというような話は現在出て

いないため、今まで通りと思っていただきたい。 

 

〇東部地区運営委員会について 

（市民から） 

屋根の雪下ろしや除雪、公共交通について等、様々な課題について話し合う東部地区運

営委員会が新型コロナウイルス感染拡大の影響により、開催できない状況である。委員会

を開催してもよいものか。 

 

（市から） 

・状況に合わせてマスクをするなど感染対策をしたうえで活動してもよいのではないか

と思う。 

・運営委員会はコロナの影響で中断されているものの、実情を踏まえながら、やれること

から取り組んでいけるよう市の方でも支援していきたいと考えている。 

 

〇自主防災組織の非常食について 

（市民から） 

自主防災で備蓄している非常食の賞味期限が２年切れているものがあった。市役所で

把握しているのか。期限が切れているものは町会で処分してよいものか。また、期限前に

誰かにあげてもよいものか。 

 

（市から） 

・賞味期限が切れる前に市の方で対処するべきだが、確認して後ほど回答する。 

 

〇小国の水辺の広場について 

（市民から） 

水辺の広場は市の土地か。 

 

（市から） 

・国の土地になるが、管理しているのは管財課になる。 

・町会と契約を結んで広場内の巡回、清掃等についてやってもらっている。 

 

〇西地区まちづくり委員会について 

（市民から） 

東部地区運営委員会は葛川支所で運営してもらっているが、いずれは独立していかな
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ければならないと考えている。そこで、西地区まちづくり委員会の事務局の状況や活動内

容等について詳しく聞きたい。 

 

（市から） 

・職員を数名派遣しているが、40～50 代の方々中心に 18 名で河川広場やカーブミラー

の清掃等、地域の防犯を目的として活動しており、2か月に 1回事業を行っている。 

・今後は公共交通についても検討し、集落支援員も配置しながら活動していきたいと考

えている。 

・全国的にみられるのは小学校区を単位とした地域運営組織が地域の活性化を目指して

事業を展開しており、それに対して市が支援しているのが多く、組織の法人化をしている

のも全国的には増えてきている。そうなると会計や事務局を担当する人が必要になる。東

部地区も西地区も市の職員が参加してやっており、運営に対して必要なサポートをして

いると思う。地域によってどういう形態が合うか考え、協議しながら将来を見据えて活動

してほしい。 

 

 


